
特定農地貸付法のしくみ（開設主体別）

①貸付協定
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⑤使用収益権の設定

２ 地方公共団体及び農業協同組合以外で
農地を所有している者の場合（農家等）
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３ 地方公共団体及び農業協同組合以外で
農地を所有していない者の場合（NPO・企業等）
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④所有権又は使用収益権
の設定 ⑤使用収益権の設定

〔実施主体〕

１ 地方公共団体及び農業協同組合の場合

農業協同組合は
組合員からの借入れ

農業協同組合
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・農地法の権利移動の許可等が不要

・農業協同組合の事業能力の特例及び土地改良事業の参加資格の特例
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